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　新年明けましておめでとうございます。

　新春の日の出はこの上なく明るく希望に満ちています。

本年も、この希望の光を受け、蒲郡市民一人ひとりが希望に満

ちた明るい年となるようご祈念申し上げます。

　さて、昨年は、蒲郡市制50周年の節目の年を迎えられ、例年

にない忙しさではなかったかと存じます。まだまだ、しばらく

は続くようですが、周年の意義を強調するための記念事業が、

大過なく成功裏に終えられるよう念願するものです。

　おりしも、50年という半世紀の時代の変遷の中で、政治・経

済･産業･教育・文化面において、その時々の状況に応じて大き

く変化し、最近では、国の三位一体改革により、厳しい財政状

況を余儀なくされ、充実した財政基盤を求める理想郷の実現に

は、前途険しい山を越えていかなければなりません。

　また、本年は、終戦60周年の節目の年を迎えますが、戦後の

復興期に営々と郷土の復興再建に励み、創設から拡張、維持管

理時代へと幾多の困難を乗り越え、今日の隆盛を築かれた諸先

輩に心から敬意を表し、感謝を申し上げます。

　蒲郡市におかれては、金原市長のもとに、市民が力を合わせ

て未来を展望したまちづくりを推進されておりますが、50周年

のテーマが「ずうっと大好きな蒲郡」人が好き・まちが好き・

海が好き・山が好き・蒲郡が大好き、といったユニークなテー

マを掲げ、一年間の記念事業に取り組まれました。

　本年は､私ども浦添市においても市制施行35周年を迎えます。

厳しい財政状況の中で、貴市の記念事業を参考に簡素に行うた

めの企画･立案をしているところです。

　迎えました2005年が、両市民にとりまして実り多い素晴らし

い年となるよう念願申し上げ､併せて、両市の交流事業の継続

発展を祈念申し上げまして新年のあいさつといたします。

新年のごあいさつ
浦添市長　儀間　光男

　新年明けましておめでとうございます。

　市民の皆様には、健やかな新春をお迎えのことと心からお喜

び申し上げます。また、日ごろから市政推進に深いご理解とご

支援、ご協力を賜わり厚くお礼申し上げます。

　昨年は、記録的な数の台風が上陸、新潟県中越地震の発生と、

各地で大規模災害が発生し、多くの方が心を痛めました。近い

将来、発生が予測されます東海・東南海地震に対する市民の不

安も一層高まったものと考えます。こうした不安を少しでも払

拭し「安心のまち蒲郡」を実現するため、避難所となる体育館

や校舎、園舎などの耐震補強工事を進めるとともに、一部地域

に防災格納庫を設置し、防災対策用品の充実を図るなど、防災

対策の強化に力を注いでまいります。

　来る3月25日には、いよいよ「愛・地球博、愛知万博」が開

幕します。この万博開催と中部国際空港開港を絶好の機会とと

らえ、より多くの観光客誘致に努めるとともに、三河木綿「三

河縞」の地域ブランドを内外に情報発信するなど、地域経済の

活性化による「明るく元気なまち蒲郡」実現に積極的に取り組

んでまいります。そのためにも、鉄道高架事業や区画整理事業

を促進し、観光蒲郡の顔であり玄関口であります蒲郡駅南駅前

広場の整備と「蒲郡観光ビジョン」に基づく諸施策の実現に向

け、具体的な計画づくりを進めてまいります。

　本年も、市政全般にわたる施策の見直しや徹底した歳出抑制

による行財政改革を推し進め、迅速かつ的確な市政の舵取りに

心掛けてまいります。そして、「安心のまち蒲郡」「自然と共

生するまち蒲郡」「明るく元気なまち蒲郡」、この三つの基本

施策実現のため、幹線道路などの都市基盤整備を始め、福祉や

教育、環境問題など市民生活に直結するさまざまな重要課題に

積極的に取り組んでまいります。

　今後とも、市民の声を大切にする市政運営にまい進してまい

ります。市民の皆様からの変わらぬご支援、ご協力を心からお

願い申し上げまして、新年のあいさつといたします。

新年のごあいさつ
蒲郡市長　金原　久雄

20052005


